
第 64回　小矢部市社会福祉大会

10月 11日（土）クロスランドおやべにて開催

富山県立石動高等学校による「福祉教育実践事例発表」
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最優秀　石畠　　充（津沢小）
優　秀　中嶋　環心（大谷小）
優　秀　松井ひなた（東部小）
優　秀　福井　　佑（蟹谷小）

最優秀　畠山　紫咲（蟹谷中）
優　秀　澤田　浬玖（石動中）
優　秀　關野　茉那（石動中）

最優秀　國好菜々美（となみ野高校）
優　秀　月安　美穂（となみ野高校）

10月11日（土）、クロスランドおやべにおいて第6４回小矢部市社会福祉大会が開催されま

した。多年、社会福祉事業に顕著な功績があった次の方々に表彰状・感謝状が贈呈されました。

また、福祉作文入選者に賞状が贈呈されました。

受賞されました皆さま、

おめでとうございます。

（敬称略・順不同）（敬称略・順不同）

◇ 社会福祉協議会長　表彰

【個人の部】

堤　　知吉（八和町）　　　　髙田　弘子（泉　町）　　　　舟本裕美子（泉　町）
奥村眞奈恵（安楽寺）　　　　石川　啓子（岩尾滝）　　　　川田　正一（金屋本江）
吉田　重雄（浅　地）　　　　山田　　賢（石動町）　　　　居島　正樹（石名田）
髙橋　克彰（西　町）　　　　西村　　彩（和　沢）　　　　吉田　早紀（埴　生）
林　　寛将（水　島）　　　　太田　郁江（浅　地）　　　　池田希美代（砺波市）
山下　敬也（南砺市）　　　　二口かなえ（高岡市）　　　　山崎　清美（高岡市）
穴田　幸二（綾　子）

【民生委員・児童委員の部】

福井　　進（五郎丸）

◇ 小矢部市長　感謝

【民生委員・児童委員の部】

川田　正一（金屋本江）　　　　福井　　進（五郎丸）
【高齢福祉推進員の部】

津川　路子（西福町）　　　　石川　啓子（岩尾滝）　　　　髙田　弘子（泉　町）
舟本裕美子（泉　町）　　　　脇坂　和美（糠子島）

◇ 社会福祉協議会長　感謝

【民生委員・児童委員の部】

山﨑　　勇（田　川）　　　　宇井　　薫（西　町）　　　　林　　洋子（八和町）
舟本　　勇（泉　町）　　　　上田美千代（新富町）　　　　山元　一豊（峯坪野）
中塚　和子（綾　子）　　　　森田　洋子（今石動町）　　　　水巻眞理美（桜　町）
松井　　均（宇治新）　　　　寺西　　茂（西　中）　　　　林田　憲次（矢水町）
山谷　秀明（下後亟）　　　　澁谷　政美（五郎丸）

◇ 善意銀行頭取　感謝

【団体の部】

小矢部市長寿会連合会

◇ 福祉作文入選者（市内小学校・中学校・高校からの応募）

【小学生の部】　　　　　　　　【中学生の部】　　　　　　  　【高校生の部】

受賞者を代表して謝辞
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第６４回　小矢部市社会福祉大会　受賞者第６４回　小矢部市社会福祉大会　受賞者



（敬称略・順不同）

◇ 富山県知事表彰（部門功労）
　【社会福祉事業活動者の部】　　辻　　信明

◇ 富山県知事感謝状の贈呈
　【永年勤続民生委員児童委員（15年以上）の部】

　　片山　　奬　　　　　河　　克美　　　　　長田　雅男

◇ 富山県社会福祉協議会会長表彰
　【社会福祉事業関係功労者の部】

　　《児童福祉施設》　　中村　里奈（南砺市立上平保育園）

　　《老人福祉施設》　　上田　福江（特別養護老人ホームほっとはうす千羽）

　　　　　　　　　　　　野村　利佳（旅川居宅介護支援事業所）

　　　　　　　　　　　　林　　千春（特別養護老人ホームアルテン赤丸）

　　《市町村（地区）社協役職員》　　西村　孝子（小矢部市社会福祉協議会）

◇ 富山県共同募金会会長感謝状の贈呈
　【篤志寄付者の部】　《個人》　　山口　とし子
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１０月２２日（水）、富山県民会館において、第７２回富山県社会福祉大会が開催され

ました。小矢部市内関係者では、次の方々が受賞されました。

小学生・中学生・高校生の最優秀作品を３回シリーズで掲載しています。
福祉作文を紹介します福祉作文を紹介します

第７２回　富山県社会福祉大会　受賞者
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「ともに支え合い、だれもが健康で安心して暮らせる地域をめざして！」

主 な 活 動 内 容

ミニスポーツの体験ミニスポーツの体験 音楽を楽しんで音楽を楽しんで

干支の型抜きアートに挑戦干支の型抜きアートに挑戦石動青葉保育園児との交流石動青葉保育園児との交流

〇ふれあいいきいきサロン事業

〇三世代ふれあい交流事業

〇地域総合福祉活動推進事業

〇ケアネット活動事業（見守り・ゴミ出しなどの支援）

〇福祉情報啓発事業（広報誌「ほくぶふくしだより」の発行）

〇赤い羽根共同募金事業

　毎年１回、「地域ふれあいデー」とし

て民謡ステージなどの交流活動を行っ

ています。

　今年度は、三味線芸人　中山孝志・

安藤有希子さんの民謡ステージを開催

し、たくさんの方が参加されました。
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北部地区社
会福祉協議会を紹介します北部地区社
会福祉協議会を紹介します

地区社協紹介だより地区社協紹介だより

つながり・支え合う
北部地区を目指して！



援　助

利用の申込み 連絡調整

利用料

家計のやりくりが

うまくできない
なかなか仕事が見つからない

長続きしない

家賃や公共料金の支払いが

滞りがちになっている
誰に相談したらいいか

わからない

相談は、
無料です。

【問合せ】小矢部市社会福祉協議会

小矢部市鷲島15　　電話 ６７−８６００

受付時間 ９：００〜１６：3０（平日のみ）

さまざまな生活の悩みや経済的な困りごとについて、社会福祉士などの相談員がご相談を

お受けし、ご本人の課題解決に向けた取り組みをお手伝いしています。

まずはお気軽にご相談ください。（秘密は厳守いたします。）

※小矢部市内に居住する方で生活保護を受けていない方が対象となります。

まずは、まずは、
ご登録くださいご登録ください♪♪

《 主な利用（活動）内容 》

・保育施設や放課後児童クラブ開始時間前や終了後の子どものお世話。

・保育施設や自宅までの子どもの送迎。　など

小矢部市ファミリー・サポート・センター

★会員の募集・登録・研修等　　★会員間の連絡調整　　★情報提供や紹介

　〒932-0821　小矢部市鷲島15（小矢部市社会福祉協議会内）
ＴＥＬ 67-8611　　ＦＡＸ 67-4896　　※ お気軽にお問合せ・ご相談下さい。

利　用　会　員
(子育てを応援して欲しい人)

★市内に居住または通勤している人

★6ヵ月〜小学校6年生までの子どもを

　養育している人

※利用料が必要です。

協　力　会　員
(子育てを応援したい人)

★自宅で子どもを預かることができる人

★心身ともに健康で熱意をもって活動

　していただける方

※資格、性別、年齢は問いません。
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こんな時はご相談 くださいこんな時はご相談 ください

あなたの子育て

応援します !! 小矢部市ファミリー・サポート・センター小矢部市ファミリー・サポート・センター



日　時　　令和７年１２月 ６日（土）　９：３０～１１：００

場　所　　小矢部市総合保健福祉センター

内　容　　・こんな時どうする？乳幼児への応急手当
　　　　　　講師　小矢部消防署員
　　　　　　子どものやけどや切り傷、転倒等による
　　　　　　頭部打撲などへの応急手当について

　　　　　・作ろう！Xmasミニアレンジ
　　　　　　講師　p.succulent　澤　優佳氏
　　　　　　毛糸を使ったクリスマスツリーと多肉
　　　　　　植物のアレンジ体験

参加費　　無　料

【問合せ・申込み】

小矢部市ボランティアセンター

ＴＥＬ　６７‒８６１１

【問合せ・申込み】
  小矢部市ファミリ・サポート・センター
  （小矢部市社会福祉協議会内）
  TEL　６７‒８６１１
  E-mail　oyabesya@oyabe.or.jp

【日　時】　　第１回　令和７年１２月　５日（金）　　
いずれも、１０：００〜１１：３０

　　　　　　第２回　令和７年１２月１２日（金）

【場　所】　　小矢部市総合保健福祉センター　３階　大会議室（小矢部市鷲島15）

【講　師】　　NPO法人富山県レクリエーション協会　　大橋　和子 氏

【対　象】　　・地域のサロンや福祉施設でレクリエーションを担当している方

　　　　　　・介護予防や生きがいづくりのための活動をしたい方

　　　　　　・レクリエーションに興味のある方　など

【参加費】　　無　料

　介護予防や体力維持に効果的な「レクリエーション」を

習得し、介護予防や生きがいづくりを支援することを目的

とした福祉レクリエーションボランティア養成講座です。

～小矢部市の未来のために～

　ご不用になった羽毛ふとん・ダウンジャケット（ダウン率50％以上のもの）の回収が行われま
す。回収されました羽毛はリサイクルされ、その収益金は小矢部市のためにご寄付いただけます。
　【羽毛製品回収受付日時】
　 11月21日（金） 17:00～20:00
　 11月22日（土）   9:00～16:00
　 11月23日（日）   9:00～15:00
　【回収受付場所】
　 クロスランドおやべ
　 ホール側正面玄関付近　特設ブースにて
※ 平日9:00～16:00は、小矢部市社会福祉協議会の窓口でも受け付けております。

※ 詳細につきましては、お問合せ下さい。
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福祉レクリエーションボランティア養成講座　受講者募集！福祉レクリエーションボランティア養成講座　受講者募集！

羽毛ふとん・ダウンジャケット回収のご協力について

詳細は、こちらから

ご確認ください。⇓

ファミリー・サポート研修会＆ワークショップファミリー・サポート研修会＆ワークショップ

〔　　　　　　　〕

〔　　　　　　　〕


